別紙様式
平成23年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　項：医務費　目：医務費
	事業名:医師育成・確保コンソーシアム事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　健康福祉部　医療整備課　医師確保担当　電話番号：058-272-1111（内2529）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11229@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：60,590千円（前年度予算額：60,590千円）

	事業内容


	１　事業の内容


　　岐阜大学医学部、同附属病院と研修医が多く集まる病院が中心となり、コンソーシアムを組織し、初期臨床研修医や後期研修医等に対して魅力的な研修プログラムを提供することにより、医師の県内定着と育成を図るとともに、後期研修プログラムの中に一定期間の医師不足地域での勤務を含めることにより、医師不足の解消に資す　　ることを目的とする。

　【コンソーシアムの主な機能】

（１）初期臨床研修医の教育研修機能
    ・  コンソーシアム構成病院が連携した魅力的な初期臨床研修プログラムを策定す
ることにより、より多くの初期臨床研修医の確保を図る。
    ・　岐阜県医学生修学資金貸与者については上記プログラムでの研修を原則とする。
（２）後期研修医等のキャリアアップ及び医師派遣機能
    ・　後期研修医等の希望を踏まえた魅力的なキャリアパスを作成する。　　　
	２　所要経費


　　医師育成・確保コンソーシアムの運営を支援するとともに、コンソーシアムが県内医療機関等との連携のもとに実施する、上記機能に沿った事業に対し補助を行う。
　　・補助金　60,590千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


　Ⅰ　安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり

　　２地域医療の体制と医師・看護職員を確保する

　　・県内で臨床研修を受ける医師を増やす
	２　これまでの取組状況


　平成２２年度当初よりコンソーシアムの立上げ作業を開始し、平成２２年９月６日に岐阜県医師育成・確保コンソーシアムの正式な立上げを行った。

【構成】 

岐阜大学医学部、同附属病院、岐阜県総合医療センター、岐阜市民病院、松波総合病院、大垣市民病院、中濃厚生病院、木沢記念病院、岐阜県立多治見病院、高山赤十字病院
【事務局】
岐阜大学医学部地域医療医学センター内に設置
	３　これまでの取組に対する評価


　平成２２年度にコンソーシアムの正式な立ち上げを行い、初期臨床研修医の育成支援事業や後期研修医のキャリアアップ事業、指導医講習会の開催等に着手した。

平成２３年度も引続き各事業を実施し、地域医療体制の確保を図っていく。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	60,590
	18,750
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	41,840

	要求額
	60,590
	18,750
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	41,840

	決定額
	60,590
	18,750
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	41,840


